


今年も小園小学校 新１年生下校見守りボランティアが行われました。        

４月１１日から１８日の６日間、延べ３９名がボランティアとして参加しました。 

毎年、各小学校の新 1年生は、登下校に慣れるまでの 1週間程度、11時頃から一斉に、同じ方面の

児童が集まって集団で下校しています。 

小学校によっては、先生だけでなく地域の方が付き添ってくださっています。小園小学校では阪神医

療生協や地域のボランティアの方々が、ご協力くださいました。慣れない集団下校で自分の帰るルー

トが分からなかったり、自宅のマンションを通り過ぎたりするような子どもも毎年いるようですが、

近所に住む地域の方々に付き添われながら、1週間、安全に帰ることができました。 

 また５月２７日には、全学年が一斉に帰宅する集団下校があり、同様に多くの地域の方々が見守り

をしてくださいました。このように子どもたちが地域の方々と顔を合わしながら安心して過ごしてく

れると嬉しいですね。  （尼崎市総合政策局 園田地域振興センター 園田地域課 前阪 美樹） 

 

状況報告です。 

１．生徒数が増えています  今回２日参加しました。すべて一番長い額田へ行く C コースで生徒数がものす

ごく多かったのです。調べました。今年の新１年生の生徒数が最

近では一番多く、上級の学年がすべて４クラスだったのが今年

の１年は５クラスに増えていたのです。生徒数も２年生～６年生

より多かったです。この地区に新しい家が増え続けているせい

かも知れません。住みやすい地区の証拠かもしれません。 

２．校区が少し広いです  C コースは善法寺を経由して額田まで

で、校区の東の端は山幹通りの藻川橋の手前です。額田公園

のまだ東です。１０時半に小学校を出発し生徒の家に到着した

のは１１時１５分。小さな子供には通学が大きな負担になってい

るのではと感じました。           （冨松 英二） 

 

～みんなの居場所～「ふらっと」、１年４か月ぶり 

 ４月２７日（水）、久々の開催。１８人が参加。しばらく開催していなか

ったので毎回参加の人以外に初参加も４名。皆さん、コロナ禍でしばらく集まれなかったからだと

感じました。初参加の方より感想をいただきました。（冨松 英二） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

みんなの居場所「ふらっと」に参加してきました。ひと咲プラザのある若王寺周辺のシニア世代の

の方々が集い、交流するふらっとの会、新型コロナウイルスの影響で長らく活動を休止されていまし

たが、久しぶりに開催されるとのことで、参加させてもらいました。 

久しぶりの集いということで「みんなまた集まることができてよかった。」と再会を喜び合い、健康

話に花が咲きます。２年も家にいたらガタがくる、と言い合いながらもみなさんとても明るく和気あ

いあいとお話しされていました。この日は園田地区の地域包括支援センターの方からフレイル予防の

お話。介護予防・重度化防止ハンドブックをマニュアルに、DVD を見ながら健康的な排泄、睡眠、栄養

についてのお話を教えてもらいました。フレイルとは「虚弱」な状態のこと。フレイルのなると人の手

を借りないと生活することができなくなる要介護状態になってしまいます。フレイル予防は日々こつ

こつと取り組むことが重要で、「昔のように」と考えるのではなく、今の体と向き合っていくことが大

切なのだそうです。年齢と共に体は変化

していくもの。老いともうまく付き合っ

て、いつまでも元気でいれるといいです

ね。まだまだ油断はできませんが、ちょっ

とずつコロナ前の日常に近づきつつあり

ます。引き続き感染予防対策を行いなが

らも、身近な人とのつながりを取り戻し

ていきたいですね。（尼崎市市総合政策局協働部 生涯、学習！推進課 矢倉 久仁香） 

猪名藻の会、活動再開   

５月１２日、園和コミュニティホールで活動を再開しました。コ

ロナと利用施設の影響で一年間活動を休止していましたが、まずは一

歩を始めようと今まで利用されていた方々に声かけをしました。当日

集まったのは４名でしたが、やっぱり顔を合わせて話をするのはいい

ねぇと、笑顔でこれからの会に期待を寄せていただいています。小さ

な集まりですが楽しく過ごせる場所づくりをして行こうと思います。         

（橋平 浩子） 

 

 

地域グループ再開 

 

おぞの探検隊、阪神医生協、アマキッズ、子ネットが共催し組合員１６名が参加。（４月２日（土））   

若王寺公園でメスティン（＊）の会がある事を聞いて、懐かしさも手伝って参加させていただきました。会

が始まる前に飯盒すいさんの説明があり、災害に備えての勉強にもなり知らなかったことをあらためて

頭に入れました。ご飯をたくのも皆様それぞれで楽しそうで小学生に戻ったような気分で楽しくさせてい

ただきました。炊飯道具一式もとっても軽量で早速我が家にも揃えておきたいと思いました。又今度こん

な有意義な行事がありましたら是非参加させていただきたいと思いました。  （岡田澄江、岡田幸子） 

（＊）：メスティンとはお米を炊くためのお弁当型の飯盒です。 
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